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53kDa

TAF1A

TAF1A; TATA box-binding protein-associated factor RNA polymerase | subunit A; RNA
polymerase |-specific TBP-associated factor 48 kDa; TAFI48; TATA box-binding protein-
associated factor 1A; TBP-associated factor 1A; Transcription factor SL1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、RNAポリメラーゼI複合体のサブユニットである選択因子I（SLI）をコードしています。コードされているタンパク質は、RNAポリメラーゼI開始前複合体の組み立てに関与するTATAボックス結合タンパク質関連因子です。選択的スプライシングにより、複数のアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年1月],機能:PIC（開始前複合体）の組み立てに関与する転写因子SL1/TIFIB複合体の構成要素。,サブユニット:転写因子SL1/TIFIB複合体の構成要素で、TBPと少なくともTAF1A、TAF1B、およびTAF1Cで構成されています。複合体内で、TBP、TAF1B、およびTAF1Cと直接相互作用します。SL1/TIFIBサブユニットとTBPの相互作用により、転写因子IID（TFIID）サブユニットとの相互作用は排除されます。この相互排他的結合は、プロモーターと RNA ポリメラーゼ選択的 TBP-TAF 複合体の形成を誘導します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TAF1A抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

